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。力'I$:と減法の 10身のlilりにある数 10長さの単位(ミ 10日，持，分につ 10三角形，凶角形につい01司じ大きさの集まワにまとめて数えたり，分 1!却l法及び減法1
P数盤関係 1 B畿と測定
式の表現と読み|資料の監理と統み|長さ・面積・体積i 時間 平面図形・立体図if>
021立数の却1法及びその逆の誠訟の計算の仕方 i将玄関係につい 1誌を分類盤還し，術 1~メートノレ (mm) Iv、て知り，それら iて知ること。顕して数えた習すること。
04i立役までについて，十進位取号記数訟による jを考え，それらの計算がIf立数などについての滋|て緩解し，式を|時1な授やグラフを府1.センチメートノレ iの関係を理解する 10正方形，長方形。{斑角
と.
数の君主し方及び数の大t)、や頗序について理解す|本的な計算を基にしてできることを滋解L.，そ|用いて説明でき iいて茨したり授み取 1(cm)。メートル|こと。
ること。 1れらの計算が緯突にできること。また，それら iるようにする。 1ったりすることがで I (m) )について




2学 10一一-つの数をiほ王かの数の積としてみるなど， Iほ王 1法怪の針算のt位土





















背(中)図形の特徴iこと。 I会(中}金銭や碕 j合{中} 図形の特徴や
や図表の内容をl1t 1す(中}長さ・重量|針・底などの使い laJ設の内容を理解し
解し 作成する。 (1さなどの単位が分 i方に綴れる亀 [騎 i作反する‘ [00:総目角
Ox君主 I 絵グラフ iかり 議定する， Iil! 秒 分・碕 1.:iE方自手・ 4量方首長 三角
棒グラフ j斤れ繰グ 1[m， cm， g. 1時程薮ゐ年.~. 1形・円上下前1Jt量 左
ラフ) 1 k g 遂皮広さ IB・E童日時隣の 1:百伺から何番目〕
合 ('1、3)込本的な図 1 容滋cc 刷 J 1m滋法) 1会(小山基本的な図形
形が分かり その図|食{小3:身近にあ|合(小3)持針やI!l:Iが分かり その図形を箔
形を箔いたり 簡単 iるものの箪さや広|に磁心をもっ. [1 いたリ 簡単な図鑑を作
な図表音作ったりす iさなどが分かり合 |午前'午後・正午|ったりする。[:iE方形。
るゐ{術単な表持 i比較する" [1 rn 1 何R例白恒1隠B 1:1主方約三角形門左
クラフ] 10mJ 選・月年)右]
0ものとものとを対応させることによって，も 10JJ日法及び減訟がj語いられる場合について知る 10JJII法及び減法 10ものの個数を絵や 10長さ，面積，体 10日常生活の中で 10ものの形を総めたり，
のの倒数をi土べること Iこと。 1が飼いられる湯 j図などを用いて淡[.1積を紅綬比べるこ l時刻 Iltaの特徴をとらえたり
O偲数や版砕をJEしく数えたり表したりするこ 101位数と l位数との加法及びその迎の減法の百十 l泌を弐に表した|たり続み取ったりす|と。 1を絞むことができ iすること.






















形を箔いたリ。簡単!るものの箆さや広|何時 午前・午後 iが分かり I その鐙形を箔





































さなどを比較する!の移り変わりに気|もつ。[三角 I 四角 丸
{直後比較J 村<Q よ下l 中外i 間後}
数概念 数の変化 | 長さ，大きさ l 日，時間 | 図形・位置
II I官(，山初歩的な訟の駄を聯し簡単な計算をj合川身近にあるものの盤さや広さなどが分かり 比較する|古川)時計や憶に樹心をもっe 間|女(村)器本附図形が分かり その鴎
ステ iする。 [2位数程度 数喝 骨十数 12数ι 大小比較
ー 目符 E寺ilと行動の対応何月{o)日何時産BI!器を継いたり i 鈎IlJ.な図薮を作ったりす






*'自然に鮭れてご主 J古し その大 5さ.JAしさ ι 不思W.さなつι (幼依)
関心をもっ。(幼係)
自 i官〔小2)身近にある具体物を鍛える。 [1-10の|士(小2)身近にあるものの長さやかさなどを比較する。[大小 i官{小2)一日の持の移り変わり!こ気付 l合 (/1'2)基本的な図形や簡単な図義に隣
ステ l範認で数える.数叙隊序数数字絡会数。加法 i多少長短l 高低白広い狭い。週後比較J Iく。[戦・墨娩!l'FB・今日・明日 i心をもっ。{三角 殴角 丸、よ下、中
ツプ |滋法の基礎理解.一対一対応 分類J 1 1休日J 外ι 前後 Ox町
1 ¥官(小1)~主体物があることが分かり副主主分けたり，分類したりする。[鐙刻化 類別 分類 重量喫 対応] カ(小1)身近にあるものの形の違いに気
付く ο[総選点類似点1エテ l合〈小1) 身近にあるものの大小や多少などに総心をもっ句 {大'1'.多少ー軽鏡〕
シプ
0印小学校学習指導嬰鎖 tli2l宮各教科第 3節算数 tli2 各学年の路線及び内容第 1学年内容，第2学年内容よ呼
官印 特別支援学校小学部中学部学習指導要領筑 2主主各教科第 1節小学部 第 2紋知的障聖書幸主である児滋に対する教宵を行う特別支綬学技第 1各教科の白機及び内容[算数]内容
iil段詩書 →(小 1) 第 2段階 一(小 2) 箆 3段滋 -(小 3) 俗説be裁のの具体的なお諮問容 - [ 1 
特別支綴学校小学部中型齢学習指導要領第 2lit各教務自信 2節中学部 ii2紋知的随宅筆者である児童霊に対する教育を行う特別支援学校 百il各教科の目機及び内容 {数学]
内容 ー(中) 解綬E~遣ののJ主体的な指話事内容 - [ J 
*，fp 幼維国教育委領第 2:l宇ね句いJJ..ぴ内容 環境 保育所保育指針耳r， :qt保育内内容 1 係育のねらい及び rq~工 (2 )秋宵に問 hるねらいと内容 ウ環境
(イ ) V~ {;:よりー. (幼保)











算数・数学科指導事内容表 A数と計算 D数盤関係 屈せまひ PVl 白 苦手間容は ※赤字
学年 A数と計算 D数盤関係
レヘ'" 数紙念 計算 式の表現と絞み i資料の繋理と読み
03位数、制立数、一万までの数 10術liな分数 02位数土Z位数 OH立数X]位数 10加法、減法10乗法の式 10術i耗な表やグラ
福孟亙一証瓦ふ直線上に薮す※ iお金 お金を数える 卜1/2 半分 i 銃算形式 |累加の按念※:倍の概念※ L")月旦~fR: .1 による表渓|フ
昨年多少く〉 数の大小、阪序 |合成・分解 数を合成分解する※ 1-1/3 3つ 12位数什{立数 J2{立数一Jf立竺 [1倖苦手主1伴:玖一一一一一一l増加滋少の i累加を乗法問
ふ忌誌 }必会ギ伝記右手一一一同去ら… 1こ分けたiつ分 h依数+I{立数 13位数一H立数 i射針L1L関係を薮夜|で表現する|箆翠し表で表現
l十百干のまとまりで惑す ※ 1 一一一一一一 一一一 ..Lす 五 一 主l一一一ぷず.L.界一
数字 数字を喜善く ※ i位取り -+Ei千万の{立 l・2/5 5つ 12{立数十2j立数 12位数一2{立数 |簡単な2位数XI位数 i和と釜の照!何倍の綬念|身近な聖皇室量を分類
数鈎 数字を統む |淡数字 漢放宇で旋す !に分けた 2つ分 13位数十2・3位数 13i立数-2・3位数|交換制1) 九九の表※ |係を表現す;から粂法で i盤理しグラフで薮
1" |る※ i表現する※|現する ※ 
政嘱 訟を明記-5一一一一rl&~一一一iIlI'1&去五Ù ..'"1 I 交操法側、結合;去JlIJ ※ i録法の活用増蕊理解 ※ i合法・分解※
02位数、簡単な3位数まで I 01位数土l位数 oまとめて数え 10力D訟の式 10減法の式 10絵や、留を用い
紋a:総 数を鍛直線上に授す※|お金 お金を数える 1位数十J{立数 1 J{立数ーli立数|たり、等分したりする活動|による表現 iによる表現 i た数量の表現
1学年 i手Lーと玄一数らが;、お忌ー 'T長成・分解 敏を合成主解する ※ 12位数十 i位数 I 2位数ー1位数 1 綱方自を波浸 i減少を表現|当番遂など簡単
ふん五問ιギ虫記主子ー一一T手合数 …叡ゐ十、吉を単位とする ※ 12位数十2位数 2位数-2i立数 15のかたまり ※ jすら一一 l士号1一一一|雰芳祭浪士竺唆一一
数字 数字を惑く ※ i位取り ーの位、十の位 j 式表示、式の続み L10のかたまり ※ j合併を表現|援を王監現す 10xグラフのよう
数関 数字を鋭む i漢数字 漢数字で旋す | 記号+、一、= 1任主主の数のかたまり ※|する ※!る ※!な簡単なグラフを
数鳴 数字を唱える |蕊蝕 鍾数を倣えるe ※ 表現する ※ 
数綴念 数の変化
日1 1 020までの数を数えたり、 10までの数を操作できる。 I 020までの数でどちらが多し、か分かる。 I 0簡単な回数の表が分かる
7:l;zrz;J25- i;:色合鰐 !t(7)t-~.Ii)l{，"11:: 9Ð ""器;::iTf-L2;グ問主き玖φー乞ゴー-127:22;;必:J;:
|数字 一〈 泌 | … … l 一一首えは山る ! シ ー ル ー っ た り し 一川
医均一 ーー長ギギ読む守一....，..，. '1・銀段枚数、本数、人数、台数など ※ i絵やお穏で蜘lli'lえること減ることが分かる。 Iして簡単怠表を活用する。 ※ 
ー . • ~ . . --. • --. -，-ーー一一 ー- ーー‘一ーー__._._-------------"
数『詰 数字を唱える 1-カウント、回数、年齢など IJ主体物て教が培えること減ることが分かる
010までの数を数える. 5までの数を操作する 1 010までの数で fより少ないJ rより多いJがわかる 1 0簡単なOxなどの表が分かる。
ス;1 記長玩詰:_~拝見芳之助一色一三一一|詰;口;:22222混一三九
γプ |舷ヰ 数字を蕗〈 来 i裕々な磁を数える。 1 010までの数で f一つ渇えるJ r一つ減るJがわかる |シーんなどを結った t)、Oxを答いたりし
l数飼 数字を統む "偲数、技数‘本数、人数、台訟など ※ |絵やお絡で lつずつの消えること減ることが分かる。 1て簡単な経を活用する。 ※ 
-ー ー----ーー-ー--....__，.._- ------------------------_.------- -_-----_.- 一ー
数『菌 数字を唱える |・カウント、回数、年鈴など u主体物で 1つずつ滑えること減ることが分かる
05までの数を数える。 ・3までの数を操作する 1 Osまでの数でどちらが多いか分かる。 1 0丸とiまつの記号の窓吠が分か号佼う。
ス~ I む九日3，(7)iJ， t~副長Ed---"" ーず
ップ i数字 数字を懇く ※ 1;曇数 1対1対応で数える。 ※ 12種類のS主体物を 1対 1の対応するように操作して数の多少が分か loxを自分で付けて、ゲームなどで活隠す
|数宮司 数字を統む i 鐙主主、枚数‘本数、人数、台殺など ※ iる。 以 100 
|数『菌 数字を唱える 1-カウント、!ill数、年齢など |数が滑えること滋ることが分かる









I宇佐 cm  'l" ー一昨iiLームぶ…"1 i;ii~'--';' 
およその見当をつける e ※ 
一五~.~，.， .)一一一 oふ"TI……"r'-o戸…ー一ぷ
2学年 i単位を換手まする。 ※ 
一二λ<>m一一一一.，--，…ー二;λVA;一一一[‘ ふ;ム雨戸一長
長さを昔話定する。 ※ !時IMlを測定する。
ロ cm 口 cmD・んぷ "l-"oλ己尚一一ぷT."o'tt--"'"‘「一一泌一一一1'-'0一明j
ff:窓の長さのE室鯵を播く‘テープを切る。 ※ |時I間jの百十算をする.
-Oc，一一…"'T-"己下ぷ6ぷJ ー"T-'o"，;，ú~'~.五一|一一一泊l1i一一一 "r…注丞…匂T" 長ι……ー




























































※ l'何時半 ※ i 基準の広さを決めて比べるe ※ 1・3基準の大きさを決めて比ベる※
i証後比較する。
三.l:，!"J汚一一一一一一一-----_一…ー ーー ※ l:，!間後比較する。 ※1:間接比較するe 諜
' 一喝 ー..'
ロ時間l1il、口E寺割前後が分かる。 ※ I-u直接比較する。 ト砥後比較する。
口分前、む分後が分かる e
長さ、大きさ 。お、 昔前1
























































































2学年 l 三角形 ; 四角協 ; 立方彩 : 長方彩 il互角三角彩 ※ l 頂点※ i 辺 ※i 彊 ※ ; 見取り鐙 泌 j 展隣限※
。直線、夜魚、頂点、辺をE翠壬日し理解する。 ※ 
直線 ; 直角 ; 頂点 ; 辺 ※ 10機成 ※ 
O側、分緩を王室鰐し、苦手を分解・合成してお;。 一"仁J二 ~.o?_~閉すーも J開府長男!J_í1'.土担一一一一一一守一芳
・作図する。 ※:三角形、:鹿角形、:正方形‘:長方形‘:直角三角形 その他 ・蔚の形.数 {立鐙関係を理解する。 ※ 一一一，..1一一一人匂_.______'-______.1__ ___'-___… 
・辺、頂点の主主位置関係を淫解する ※ j 三角形‘ i四角形、(正方形、( 針路、 J 間三角形 その他 1.辺、環点の数と佼控室関係を理解する ※ 
一---t-ーーーーーーーー司、..'ーーーー一一-{"-----ーーーー、ー一一一一ー'ーーー"守宇一ーーーー---‘、ーーーーー
・組み合わせ、数き苦言めて形や模様づくりをする'*:三角形 :殴角形 :正方形、:長方形、:直角三角形:混合
・辺の長さ、位澄関係 等に気付くあ ※:三角形 :四角形、:正方形、 J 長方形、:直角三角形:その他
05号の包りにあるものの形!こ関心を持ち 形の特徴から似ている形に分聖書でき会。 公 10身の回りにあるものの彩iこ関心を持ち 形の特徴から似ている形に分類できる。
l学年 l まん丸 : なが丸 : ましかく : ながしかく さんかく ※ l 滋(ボール) 医方体(箱形) 茶鴎(円柱)
O檎成‘分類句分書写 ※ O檎成.分類、分解
絡み合わせたり、量生き話めて形や媛綴づくりをする。 ※ ・並べたり積んだりして、ロボ y トや遂物や粂リ物などを進Rきする。
一一…一一-一一ー一一一一一一一一ー今一一-一一一一一一ーー
・縁取りをしたり、フリーハンドで内‘ヰ宮内、三角、主主18角 長毘角が洛1するc ※ ・宮n~童、左右、よ下などの方向、{立E主総係について理解する。
前後、左右、上下などの方向、{立並立関係について理解する。 ※ ・立体4脅から函の形を写して取り出したりする巳 ※ 
殴形 ※ 1 f立総
o f君主総JrflJが分かるc ※ 10 r前へJ r後ろへj が分かる。
m ， まっすぐな総(際線)と践がった縁(密線など)を区別する。 ※ 1・自分の前と後ろが分かる








※ 10 r中lこJ r外lこJ r上iこJ r下にj が分かる。
※ |・箱の中と外、家の中と外が分かる。
※ |・テープルのよと下等のものの位制鑓係が分かる。ステ jo型はめの笠に合った物を入れる。
ツプ I まる ・ ・さんかく し舟、くけい 塁王皆 ハートなど ※ ・手を上iこあげる。下iこおろす。等上下の方向を議解する.
10三角を合わせて長方形を作るe ※ 
lm霊祭斜め線が箔付、円、医魚、三角の区別はっきにくいが還を愛護する。。 ※ i 



















数唱 数詞 数字 基数 1 )1演序数 i集合数 i 多少 合成分解 位取り |漢数字 iお金 |数甚練
211万まで数14位数を 14位 数 を い 万 ま で 1万までの 14位数の 14位数の 14位数の位に1万の合|一十百千 14位数を 11万まで 14位数を
学|を唱えら|数字を読 i数字で表!個数を数 11摂番を数え|集合を読 j多少が分 iよる合成分解|成分解出|万の位が|漢数字で|お金を数|数直線上
年iれる |む |す iえる iて表す |み表す !かる iが出来る i来る |分かる !表す |える !に表す，.ー一一ー一-------1'--ーー-ーーーー守ー-1--一一切司-----l-ー守_..ーー.-今一---1目白白司司----ー守宇 __J_ーーー-__.お匂一一一.1._______ー ____L_
1 ------------.------------------，..--------ー白血岳白血一ー，ー-ーー一一一._-----吋』ーーー---_-ーーー，ー.-----白血白血ー-----..---ーーーーーー'..ー
千まで数 13位数を 13位数を i守二まで個 i千までの隈13位数の 13位数の 13位数の位にi守二の合成十百千 i同3位数を l千までお;同3位数を
を唱えら|数字を読|数字で表|数を数え i番を数えて|集合を読 j多少が分 iよる合成分解|分解出来|のイ位立が分;漢数字で|金を数え i数直線上
片%L-5竺五一一-一-一…-一…-一…-一._J一白主竺1仁し』一…也一…白一…-一-一-一…-一…-一.l一Jt..一…島一…島一.一一-一…-一j令民i
一 ----------------~ 一ー----------，--ーーー-----四--.，----ーーー，ーー・ーー・ーーーーーーーーーーーー-..----也監ーー一-_----
1 1100まで12位数を 12位数を 1100ま 1100まで12位数のは位数の 12位数の位に|十、百の合1-十百の 12位数を i百までの 12位数を
学i数を唱え|数字を読!数字で表|で偶数を!の1頃番を数|集合を読 i多少が分|よる合成分解|成分解出|位が分か j漢数字で iお金を数|数車線上
年 I.? !l:秀一一 l~.一一一一lT一一一一一雰之.?_...J之 -c罪1"....1み表す |かる |が出来る |来る |る i表す !える |に表す
20まで 10まで 10まで 120まで 120までの10まで 120まで 15のかたまりを基にして
阻|数を唱え|の数字を iの数を数|個数を数 i順番を数え|集合を読 iの多少が 19までの数の合成分解
.?!l:? ..! ~売な一一.J竺""(':者:七l主聖 jて表す lみ表す i分かる lが出来る
1 0まで 15までの 15までの J10まで 10までの15までの 10まで 15のまでの数の合成分解
nl数を唱え i数字を読|数を数字|個数を数|順番を数え|集合を読 iの多少が|が出来る
.?0:?.__¥立一一一J立春;士一一L九号 lて表す |み表す ;分かる
5まで数 13までの 13までの 15まで個 15までの)1慎13までの 15までの 13・4の合成分解が出来
11を唱えら i数字を読|数を数字|数を数え|番を数えて|集合を読|多少が分|る
か-5ーーーー!~.… ....J~者土ー町一L?.. ー令ーーーーJ者土_.ーー苧ーJ与烹"t一ー .J7!~る

















3. つぎの すうじを かいてみましょう?
(数字) 数字カードを提示し伽ミせる。
6 





































































































1. 視覚と運動の協応 5:03 
n.図形と素地 7:06 
m.形の恒常性 5:03 
N. 空間関係 4:10 











議喝 数詞 数字 蓮華車摩路署生集会数多少 合成分解 位恕り渓数字iお金 IJdi起草
1 110むま 2.1主数 2館主主 1白色 可00ま 2役室長 2位数 2.1主主主め+， 8め一十芭 E位数 18まで 12.治主虫
学 iで教を毛数字を数字まで倒での)聖il 0渓合の多少位に 合法分 の位が を渓数 iのお金 iモ数百E
年 i港えb 若貴む て.~す主主を致 を数えて若貴み 由坊が よる合成鰐辻担軽 分。る 字て.~ Iを敬え 1是よに
れる える義す装する分解る す 1;る i主主す
自治探る 1 1 
5 12.0.'1: 10ま 10ま 2口ま 20.'1:で 10.:1 20ま 5のかた立りをさE
定 iで数をで0激でS完投で倍数の1陪をで集会での~ IごしてQまでd激
l'i I唱えら字芯売を事浮毛主主え数えて妄若葺み少が分 の合戚分鰐
れるむ で義する す ~す がる 出煉る
A 0 A A 
4 11口ま 5まで 5まで 10ま 10まで 5まで 1口ま 5めまで5放の合
操 iで数を め宰拝 め虫色毛 で母数 防署港在。混合 での争 必分解由社主主る
l~ I喝λら 宅重罪む数字で を主主え数えて2長 選史み少が分
ねる 装する す 姦すかる
000  A X A A 



















































































第 11寺 1 0まで 1 0までの数唱が カードを置いてい
"'3fl寺 の数 で、きる。 く作業をしたの
数の多い，少ないが ち，左から一つず
わかる。 つ数える。
第41寺 2 0まで 2 0までの数唱が クイズやすごろく




第引寺 3 0まで 3 0までの数唱が 0を頭にして学習
~ の数 で、きる。 する。











































































図2 集合数の理解 図3 数字の読み上げカード
鴎 4 0を基点にして並べる 図5 個別の評価基準
表4 (1) 算数科内容系統表「数と計算J(小学 1年)
02位数，簡単な3位数まで
数直鰻てと 数を数車線二とiお金 お金告と数える
数詞 数字を読む It:英数字 淡数字て潰す
数唱 数字ーを唱える|撒: ど偶数を設えるi グ
01位数土l位数 0まとめ 10Jm法 10減法10絵や，屈を用い
1立数十1位1位数一l{立iて数えた !の式に !の式に 1と数量の表現
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ア E i 
ツ
プi併 粧を書く |位取り 一例立，十州 |鵡示，式の読み
I記号+，一






IV I~.Y'<>数の大/J" 怖合成・分解 数を合粉解する i掛とするもめ鋼ρ をきめピそれほ材陣械を作財る
ス l-----------------------l------~"--.___ ノ i 差を求P号。-~------~---~-~-~ イ
テ i)1断敬 慨を数え表す|集合数 え 数の十を単位とする 12種類のものをかて差を求腕d




010までの数を数える。 5までの数を操作する 010までの数で「より少なしリ「より多し、 10簡単なOxなどの表が分か
ツ i数字 数字を蕃く i様々な数を数えるー
プ i 卜慨枚数，本数，人数台数などいがわかる。
数認 数字を読む











































図 1 A児写真 図2 B児写真
表 1 対象児2名のプロフィール
対象児 A児(小学部2年男子) B児(小学部 1年男子)
障害名 脳性まひ(産直型商麻 二分脊椎、水頭症
産)、精神遅滞
検査 VIQ:74，PIQ:54，FIQ:60 VIQ:56，PIQ:61，FIQ:54 
結果 VG:82 PO:58 VC:61 PO:64 
WISC- FD:62 PS:55 FD:56 PS:58 






















































は f子どもが3人，大人が 2人，みんなで 4人です。J
という発言が聞かれる。カードゲーム「ウノ」は何度か
繰り返すことでルールは覚えることが出来たが，他のゲ





























集合数 数えて 5， 数えて 8，








































































































月: 9 '0 11 1 2 1 
司咽 2 3 
品までのか
街定致ち|数が問陣1多調1叫い成醐i見どカ蜘iレ開あどンタじっとダイ致いちムず治〈ゆシつ州ョ{い3ッ1内タiとあつ向配iとS緑}柑い川く 十 分けτ・あ 分崎て あ 色 2，3，4 のかたず{お金
た わせて:わせて、 5 まり、 5とは
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[:}旨導観]
本単元の学習を通して，彼らが例えばお菓子を配























。数詞で示す 14， 6， 8Jについて，操作ののち「新









帯課題 タイムショック 2イ立数早読み [図 4]
① 言己f最カード 今日の卒読み枚数を記録し
6づケ ょう




① .5周辺の数 {図 5]
20づま .5のいえ .5のいえに男は何人?
























































o 1あといくつ (5まで)J について，エラーの数はや
や減少し「あといくつjが操作の前に分かる場面も出
てきた。彼らが操作以前に正答を出すことは 7割程度
であり，例えば 15と3Jが並べてあれば， 1あと 2J
が言えるが， 15と1Jの「あと 4Jは難しい (B児。

































































































5以上の数については，ひとまずは 16は 5と1J 
i7は5と2Jが分かればいいと考える。 i5のはこj





















③ 授業案 (2013年 2丹88の指導実践)
ア.本時の指導呂標
o 5を i1と4 (4と 1)J i 2と3 (3と2)Jに分
ける操作ができ，教材を見て i2と3で 5 (1と4で






たものの個数が分かり i6は5と1J i 5とlは 6J
と言うことができる。
イ.本時の展開
帯課題 タイムショック 集合数早読み A 児('"
① 記録シール 4)， B児("'5)[図 9]
6分 今日の早読み枚数をシー
ルではろう
帯課題 カレンダー 「きょう Jrきのう Jrよ
② すうじのほん うびJrひづけJrぼくの
6分 (JI演序数) としj はどこ(カレンタ守
一・ほん)?
主課題 わけてあわせて 5をわけでみよう r5は
① (5周辺の数字) ムと口J[図 10，11] 
18分 5の箱につめる，もう 1
あったら?[図 12]
主課題 ブルーツ III 全部で 4or5個だよ。
② ブラックボ、ック u{1固とったら，箱の中は
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算数科チェックリスト A数と詰十算 数峰念 氏名(' ベI包 シドナ年 L ! 月三子 i之島
数唱 数詞 数字 基数 5 頗序数 集会数 多少 合成分解 位取り 漢数字 お金 数藍韓
つ l万まで 4位数を 4位数を 1万まで 1万までの 4 {立数の 4位数の
4也数の世解ftリI時来l万の合 一十百千 4{立数そ ]万まで 41立数を
1品会- 数を i唱え 数字を競 数字で袈・ 個数を数 麟惑を数え 集会を続 多少が分
がよ出る合来成る分 る分解出
万のイ立が 諜数乎で お金を数 数直鶴上
年 られる む す える て表す み援す かる 分かる 表す える に表す
ー』晶ーー圃骨四冒叫ー -.ー・骨'ーー岨包 『・.-田・F骨由噛且 ー'ー"ー・抽・4喝・ー剛 ーー・喧圃喧輯唱.-ー 骨量ーー-喝嗣・ー・
千まで数 3位数を 3位数を ごi二まで個 千までのj額 3位数の 3位数の 3 i立数の位に ニ子の合成 一十百子 3位数を 守こまでお 3位数を
を唱えら 数字を競 数字で表 散を数え 惑を数えて 集合を銃 多少が分 よる合成分解 分解出来 の{立が分 諜数字で 金を数え 数直線上
れる む す る 表す み表す かる が出来る る かる 表す る に表す
ー・・ー・h 騨噌惨事 4 ・ー・ー-圃 E 且ー岨喧， --骨骨四--量ーーー -幽・ 4・ー-_.幽酬ー・ ーーー~-------ーー邑---ー岨噛唱曲 ー.-ーー・‘ーー唱晶
1 1 0 0ま 2位数を 2位数を 100 ま 1 0 0まで 2 i立数の 2位数の 2 i立数の{立に 十、百の 一十百の 2位数を 百までの 2位数を
学 で数を i礎 数字を説 数 字 で 表 で関数を の頗番を数 集合を競 多少が分 よる合成分解 合成分解 {立が分か 議数字で お金を数 数誼線上
年 えられる 竺ーま;ixす" 数える えて表す み表す かる が出来る 出来る る 表す える に表す噛司岨・-司-.-.・園事 骨・ー・帽恒官圃司『句骨 申圃世・ー唱伊句F骨色a司島 田園料『ーー‘'-'嶋ー --岨圃ーー・ー司恥骨 酎"酔ーー唱----骨圃唱， -帽酔ーーー咽.-ー--抽晶曲師.-副._--ーー・四百岬砕掛』同
57まr_">く ム X 
2 0まで 10まで 1むまで 20まで 20までの 10まで 20までらのかたまりを基にして
Sれ れまで由 3までの 5れれまでの願 3までの 6までの 3. 4町一来 III 
lを犠えら数字を銃数 を 数 字 数 を 数 え 番 を 数 え て 集 合を続多少が分る




数噛 数百湾 数字 基:数
2 l万まで 4位数を 4-{'立数を 1 7J ~たで
Aづ3正ー予 数を唱え 数字:をと畿 数 字 で 表 関数を数
査手 ら才1る む す える
_-ー町耐_-・F唱崎町
守二まで数i3イ立数を 3 1立数を 千三ミでi図
を唱えら 数字を読 数字で袋 教を数え
れる む す る
--申血ーー，事、-- A伊轟骨叫ー』ーー揖 伊』岨酔ー'ー酔'‘・._件時--‘._-ーー周
x; 
111 0 0ま 2位数を 2位訟を 100 ま




2 0まで 1 0まで 1 0まで 2 0まで
1t 数を唱え の数字を の数を数 飽数を数
.られる 統む 学で君主す える
.旬晶_.・--司骨。G ム X 
1 0 まで 5までの 5までの 1 0まで
JI 数を唱え 数字を競 数を数字 偶数'を数
られる む で設す
えAる鳴者議Ji 。G 骨骨唱曲，崎再叫 h 唱RA 
5まで数 3までの 3までの 5まで錨
l を!蕗えら 数字を続 数を数字 数を数え







氏名( ß~乏 lイヱガ年 1/月 号臼
願序数 集会数 多少 合成分解 |位取り |複数字! お金 |数直線
lHtlf位叩 4，位数の位に 1万の合麟悉を数 合を競多少が分 よる合成分解 成分解出
て表す 表す かる が出来る ~さる
__ーー---_.“・.'，・
手までのj騒 3 {立数の 3位数の 3位数の{立iz千の合成
挙を数えて 集会を統 多少が分 よる合成分解 分解出来
表す み袈-す かる が出来る る
ー--件直_.町叫ー --..-骨骨 自・ー岨伺輸相・_.・ー 悼-.--司副骨骨四F ・M ----ーー'-岨ー
1 0 0まで 2位数の 2位数の 2{立数の位に 十、百の
の願揺を数 集合を競 多少が分 よる合成分解 合成分解
えて表す み授す かる tJ~出来る 出来る
-'"-----ーーー骨骨 事--ー，事噌・・ー・~，岨.ーーーーーー・-.・噛
20 までの 1 0まで 2 0まで 5のかたまりをさ長にして
瀕擦を数え 集会を続 (})多少が 9までの数の合成分解
て援す み設す 分かる が出来る
a・--句・・・ー・邑骨骨骨・ーーー._-ー酔ーー，噌噌且唱'唱'-
× X 
1 0までの 5までの 1 0まで ちのまでの数の合成分解





惑を数えて 集会を統 多少が分 る
表す み設す かる









一十百千 3位数を 千までお 3位数を
の{立が分 波数字で 金を数え 数直線上
かる 表す る に表す
-・ー蝿w・ー-.色 --喝・司齢世_.崎喝』 甲骨骨--曹司唱幅--ー-叫且-----
一十百の 2位数を 百までの 2位数を
位が分か 摸数字で お金を数 数輩繰上














































































→ 1 6まで (7→8で・ひっかかる)
②数詞:つぎのすうじがよめますか?
→ 29まで (30→わからない 3 1→じゅうさん)
G芹ぷ宇:つぎのすうじをかし、てみましょう?
→ 30まで(さんじゅうに→ 3D 1の位がかけなしす
笹湛数:ブロックのかずをかそ.えよう。




























































数唱 | 数詞 i 数字 i 基数 i 順序数 |集合数 j 多少
表 1 算数料チェックリスト A数と計算数概念
f立敬り |漢数字| お金 !数直線合成分解
211万まで数14位数を 14位数を 11万まで 1万までの 14{立数の 14{立数の 14位数の{立に 11万の合 1-十百千 14位数を 1万まで 14イ立数を
学iを唱えら|数字を統 i数字で表 1j'R;]数を数 1帳番を数えi集会を読|多少が分|よる合成分解|成分解出 i万の{立が|淡数字で iお金を数 i数直線上
年lれる lむ lす lえる lて差是す 1み表す lかる iが出来る l来る i分かる l表す iえる Hこ表す
千まで数 13位数を 13位数を j千までイ悶 i子までの順13{立数の 13位数の 13{立数の位に j千の合成|一十百千 13位数を|千までお 13{立数を
を唱えら|数字:を続|数字で表 i数を数え|番を数えて|集会な読|多少が分 jよる合成分解i分解出来 iのイ立が分|渓数字で i金を数え i数度綴上
れる lむ iす !る !表す |み表す lかる |が出来る |る iかる |表す iる |に表す
11100まで12位数を 12位数を 100ま 1100まで12位数の 12位数の 12位数の{立にi十、百の合|一十百の 12位数を|百までの 12位数を
学i数を唱え|数字を読 i数字で表|で偶数を|のj仮設を数|集合を読|多少が分 iよる合成分解i成分解出 1立が分か i漢数字で|お金を数 i数直線上
年iられる jむ iす i数える |えて表す |み表す iかる iが出来る |来る iる |表す !える I!こ表す
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移動運動 0:03~0:04 手の運動 0:05~0:06 
基本的習慣 1:06~1:09 対人関係 2:00~2:03 









































表 1 算数科チェックリスト A数と計算数概念氏名( 0000 ) 2013年 4月 25日
数唱 数詞 数字 基数 1 ~慎序数 | 集合数 | 多少 合成分解 位取り |漢数字| お金 j数直線
211万まで数14位数の 14位数を 11万まで 1万までの 14位数のは位数の 14位数の位に1万の合|ー十百千 14位数を 1万まで 14位数を
学iを唱えら i数字を読|数字で表 i個数を数 IJ槙番を数え|集合そ読|多少が分 jよる合成分解i成分解出!万の位が|漢数字で|お金を数|数直縁上
旬三iれる |む jす |える jて表す iみ表す !かる |が出来る i来る |分かる !表す iえる iに表す
千まで数 13位数の 13位数を i千まで儲|千までの頗13位数の 13位数の 13位数の位にi千の合成 1-十百千 13位数を l千までお 13伎数を
を唱えら|数字を読|数字で表|数を数え i番を数えて i集合を読 i多少が分 iよる合成分解|分解出来|の位が分 i漢数字で|金を数え;数直蟻上



























Jl 適時数 学穏内容 世i考
4 ① 2 1. 30までの数 数唱、数5司、数字、順序数、多少、 数字カード
② 2 2 カレンダーワーク カレングー
@つ fH寸、明日、昨日、 i列後日、一昨日、第{可週
。戸 G> 2 3. 60までの数 数i弘、数3司、数字、 数字カード
@ 2 順序数、
@ 2 多少
⑦ 2 4. 1守計のiB'eみ方 H寺11 秒 授業研究 H寺昔i
6 ⑤ 2 うヲ
@ 2 1寺!l]
⑬ 2 1寺刻i {可1奇{可分 ストップウォ。2 何時間後、{可分後、{可秒後 ツずー
7 ⑫ 2 5. 1 0までの数 集合数 数字カード
⑬ 2 多少 タイノレカード
@ 2 分解合成 合学習のまとめ
9 ⑬ 2 6 和が 5までのJI法 タイノレ
⑬ 2 7. 5までの数の引き算 おはじき
⑪ 2 8 和が 10までのJI法
⑬ 2 9. ! 0までの数の引き算
10  ⑬ 2 10 室主綴念、の形成 f長さj (直後比較) 比べる物
③ 2 WtH妥iヒ絞) ひも、;1;規
② 2 (し、くつ分) 消しゴム
② 2 11. j圭さ 単位 cm 物差し
11 ③ 2 1 2 丸・三jlj・l!!l角の1f-glJ 三jlj，定緩
@ 2 -;1しと長主L 色板
③ 2 .Jj足[担角と長凶ilj 形刀ード
③ 2 -いろいろな=角形 裂はめ
1 2 ② 2 1 3. J診の合成分解 平面色抵l 色抜
③ 2 立体綴み木 移iみ木
1 ③ 2 1 4. 60までの数の数百正線としての理解 数字カード
⑧ 2 1 5. 1寺計 (i可日寺、{可1寺三i士、 {'1I1寺{百分) 1寺普i、
@ 2 1 6. 1寺i剤、分、秒 ストアプウオフチ
2 @ 2 1 7. 100，主での数数柄、数字、 lii!字数 数字カード
③ 2 多少、 10のまとまり
@ 2 1 8 お金 (1円、 jO円、 1001司、 10001弓)の綴類 お金総主百
@¥ 2 1 9 お金を数える j;J十{可i可 お金
3 @ 2 20 お金を数える 何百円
@ 2 女学習のまとめ
( 4 )指導例 I
①単元名 単元 r 4_ 時計の読み方J 10時間
小単元 「時間 J 6時間























月 i司 学努内容 俄考(教材)
5/'i 2 7 n (Jl (1) H寺11 ①秒 1寺側Jf秒」の敏感を育てる。 H寺告十、デジタノレ時計
1寺11のi社{立「秒jを知る。 砂1続十
ストッブ今ウ才ッチ、
ー.‘・‘・.‘ー・ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ~
2 9 Ii (水) 授業研究 {可秒の白星Eりが絞める。 メトロノーム
{可秒の長短、早い速いが分かる







101'  (月 ③l時間 li寺1¥1flljlHIJの滋磁を脊てる。 I1寺前、デジタ Jレl時計
H寺1司のljij宣 I1寺IlJ >d:士jlる。 砂1寺:H
ストップウォッチ、
-・ ー・
1 2 n (水) 111寺IHI=60分を知iる臼
何時1mの尽滋りが絞める。
何時11の長短、玉手い遅いが分かる
1 7日(刃 (2) H抄81 ①{司持者{可分 2 411寺nIJ=11ヨを匁Iる。 1寺宮i、
時ft.!会の{可1寺{可分が絞める デジタノレが'i!H
数の数i直線ー...__..畠ーーー'・ーー
J 9 Ii (水) 午前午後を知る
241時間íl~1で淡せる
24 n (月 ②1寺11のi並み方 あと 時計、
i時刻jと1寺IHIの!品!係が分かる。 デジタノレH寺号i
何時間後、{可分後、{可秒後 砂時計
ー-一-..- ー~色、 岨 ι 、』 田会
ストシプウォッチ、-日_.--.--， 
26 l' (水) まえ
何時11詰旬、 f可分詩1j、{可秒前
合学習のまとめ

















関心・意欲・態度 数学的な考え方 淡混・処理 知機・互主解
①ユトップウォッチ ①時間の~さ f秒 ①デジクノレの数字の ①デジタノレ君主示 ①計るものの始まり
の{可秒のデジタノレ雲母 J Iこ関心をもち、 変化の仕方を数唱と を続むことがで と終わワが分かり、秒
五ミが絞め、{可秒か昔1様々なH!itHlを宮iろ 合わせて考えること き、 i昨日目iを旨iる という単位設でれれ
れるようになる。 うとする. ができる。 ことができる。 ることが分かる。
②見えやすくするこ @秒針の動きやお ②信感りの仕組みゃ ②秒針の持ます自 ②秒針の示す民国主り
とで作]秒の白磁りが 塩基qを絞むことに 秒針の@り方などの !経りをi!l'iみ、 1I寺の意味が分かる。
絞める 6 かんしんをもっ。 きまりを考えるニと !百1を言iることが 秒、吉iの正確な塁走みカ
ができる。 できる。 が分泊、る。
@I可秒の長短.早い ③持flの長さに関 ③秒数からi時間}の長 ③秒、数の多いほど時





① 60までの数鳴の練習 ， 5$(1)みにJl'Iを出して数鳴する。 .f弓形に数字を~~べ数
② 1守i時のjj)i習 スタートから 10~えて、合関 唱する。
10秒、の当てゲーム をする， IpadO)デジタノレスト
時Ilの単位 f秒びょうj 秒が待問の単位であることを思 ップウォッヲーをしよ
③ 本日寺の学留のめあて被g い!討す。 うする。 [1犯iの
[1可砂か普1ろう 'J 本Ii寺のめあてをJl'Iを出してiB'lむ ]秒の長さをメトロ
fどっちが長い短いつ j 。{司をするか自分lこRljv、かけ荷主総 ノームを使って~i諜 l限1③
f早い還も、つ j する。 する。
③ 本1寺の線量置の学習 デジ'91レ授示lこ合わせて、 60 -一秒、ずつ数がt曽える
60秒を数える まで 5:$司iみ!と数唱する。 ことをl1ii隠する。 [考]①
(デジタパ〆袋示) 秒針のIJiIJきに合わせて、 60ま 針が動いたま誌に合わ [1羽1O
60秒を数える で5おjみ{こ数唱する。 せて秒がt曽えていく [考Jo
(秒針の!IiIJき) -スタートからk子きなときにスト ことを機忠告する。 [君主]① 
ーデジタノレ堅苦示を鮫む ァプウォッチを止め、デジタノレ袋 {知}①
示を絞む。 [袋]②
右@り iこ針を追いながら、動い 。iのEめきを;誌で追い [知IJ②
-秒古iを絞む J 0秒刻み た散と1寺1の関{系を考え、古iの指 ながら[UJv、た設をと
5秒、3{1Jみ す目盛りを絞む。 らえさせる。
l秒刻み フラッシュカード等で 2i?iで長 .1間違えたml趨は何度 {考}③
-どっちが長い。 数字で い1寺1I討を答える。 もあうまで繰り返し[知1③
早い? 2つのストップウォ γチの絵を 提示する。
-どっちが長い? 秒童|で えて、 f可秒か自品B を絞み早い1;1 -見やすい絵を用意す
早い うを答える。 。
⑤ 学漣したI!守若手をi吏った 2つの音やjl1'を聞き‘どちらの 'jllif昨にする?苦やFイ {袈}
ゲーム 官のブ1];1)¥1蔓いか、Ilflいたl訟じでニ予 を使い、これlや三択の ①② 
音の長さ tベ i!!l)し、災i燃の干干の長さをn!'ワ、?苦 興味をひくゲームを {考i③
ilさ上ヒベ のj是さを比fくる。 作成し‘教師と楽しむ
③ 学習の自己将{出l ようにする。 [1怒}
今日は仰を勉強したのつ 今日の学習の自己評他iをする。 ~*Y屯の伝えたいこと ①②③ 
分かつ7こことはつ をfhci~J;許取り、教姉が担E
仰が部i当かったつ 示した誉主主を選択す





























































































































































期間(1 ヶ月 ~l 年)在籍する児童生徒が存在する。
対象児 1や4は，短期在籍の児童であり，チェックリ
ストや指導内容表の活用事例である。わりと短時間で簡
単にチェックできるチェックリストはとても使いやすく，
実態把握に役立ち，指導内容表は，短期間の指導官標，
内容を考え，在籍期間の指導計画を考える際の指標とな
っTこむ
筑波大学jr{t属桐が丘特別支援学校研究紀要 第49巻 2013年
3，算数科の系統的学習の必要性について
健常な子は，生活や遊びの中で様々な算数的な活動を
自発的に何度も繰り返し経験している。五感と声や動き
の表出活動によって，確実な概念形成をしている。しか
し肢体不自由や言語障害，知的樟害の子は，十分な算
数的な活動の機会が少なく， さらに，その経験を受け止
める五感や声，動作による表出活動を円滑に進めること
ができずに，着実に算数の力を伸ばせない状況が，多く
見られる。そこで，重複障害児にとって，生活や活動を
中心とした教科等あわせた指導の他に，算数の系統的な
指導が下記の 2点の理由で必要と考えられる。
。概念形成に必要な「算数的な活動Jを個々に合わせて
精選し繰り返し経験させていく必要性がある。
。小学校第 1 学年~J，上の内容に当たる学習については，
活動中心の学習(教科等を合わせた指導)では，十分
に定義させることが難しい。算数に特化した指導の中
で，系統的に計画し着実に学習を進める必要がある。
W. 今後の課題
算数科のみではあるが，算数・数学科内容系統表，指
導内容表，チェックリストが作成され，その活用事例と
して数例の授業研究が行われた。その結果，個々の実態
を明確に評価できるチェックリスト，指導計画を立てる
とき活用しやすい指導内容表等，有効に活用されるとい
う実践が報告された。今後の課題としては，教科等を合
わせた指導の中での活用や算数科以外の教科についての
系統的な指導の在り方である。
また，生活の中で重要なコミュニケーション能力や思
考力を高めるためにも，毘語科の系統的な学習が必要と
考える。本研究を継続し，国語科の内容系統表，指導内
容表，チェックリストを作成し，その活用事例としての
実践を検討していきたい。
(文責佐藤孝二)
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